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どうして勉強をするのか

学校には毎日「学び」があります。知識や技能を身につけ，そこから考えたり，思いを表したりしていく

ことが大切です。何より，子どもたちの「学びたいな」という気持ちを持たせることが，学習の根幹と言っ

てよいでしょう。

学校現場で仕事をしていると，子どもたちに「どうして勉強するの？」と問われることがあります。

先生：「いろいろなことを知っておいた方が，将来仕事につくとき，役に立つはず。」

子どもＡ：「歴史を勉強するのも役に立つのかな？」

子どもＢ：「今のお父さんの仕事に理科は役に立っていないと思うけど。」

子どもＣ：「大人になって作文書いたことないってお母さんが言ってました。」

このようなやり取りを，これまでも何度となく繰り返してきました。

真田広之主演映画「たそがれ清兵衛」（２００２年：幕末の下級武士の生き方を描いた映画です）での一

コマ。清兵衛が内職をしている（多分そうだったような）夜，書物を読んでいた娘が清兵衛にたずねます。

「学問は何の役に立つのでしょう。針仕事の方が十分役に立つのに。」と。それに対して清兵衛は「学問す

れば自分の頭でモノを考えられるようになる。考える力がつく。世の中がこの先どう変わろうと，考える力

さえ持っていれば何とか生きていける。」と答えます。「世の中がこの先どう変わろうと・・・」，ＡＩ時代

に突入する現代社会だからこそぴったりの理由だと思います。「どうして勉強するの？」の答えは人それぞ

れでしょう。しかし，その答えの前に，小学生のうちは，勉強することの楽しさ・知らないことを知ること

の喜び・学びから感じる自分自身の成長を十分に味わわせることができたらと思っています。その繰り返し

が，子どもたち自身で勉強することの意味を知ることにつながるはずですから。

話題が少しとびますが，学校で学ぶ姿勢として思い出されるのが，「二宮金次郎銅像」でしょう。鹿児島

県内，１６４校（閉校した学校を含む）に二宮金次郎銅像があるとのことです。本校

にも，体育館前に設置されています。薪（たきぎ）を背負って本を読んでいるという

その姿。子どもたちに「どんな人か」と話すなら「家の手伝いも勉強も頑張った人」

というような説明でしょうか。ただ，「二宮金次郎銅像」について調べていると「薪（た

きぎ）を背中からおろして，座って本を読む二宮金次郎銅像がある」という事実にた

どりつきました。その理由として「歩きスマホの危険性などが・・・（途中省略）座像

の方が適切だと考えました。たとえ座っていたとしても，金次郎の勤労・勤勉の精神

は伝わると思います。」とコメントされています。時代と共に，銅像の在り方も様変わ

りしているようです。 校長 馬場修身 ※～引用「ＪＣＡＳＴニュース」

３月の行事予定 14 火 知能検査（２・４・６年）
15 水 ＮＲＴ検査（２～６年：16日まで）

13 金 卒業式予行 16 木 たんぽぽ・ひまわり・こすもす学級開級式
18 水 卒業式準備 学級PTA、PTA監査、PTA新旧理事
19 木 たんぽぽ・ひまわり・こすもす閉級式 23 木 全国学力・学習状況調査（６年）
24 火 第79回卒業式 ＰＴＡ評議員会
25 水 修了式、離任式 27 月 すくすく教育相談（川東、白男）
26 木 春季休業（～４／７） 28 火 すくすく教育相談（下久徳、米丸）

令和８年度４月行事予定 30 木 すくすく教育相談（中央Ａ、迫）

７ 火 入学式準備（新６年登校） ５／１ 金 すくすく教育相談（中央Ｂ、北、他）

ＰＴＡ四役会 ７ 木 すくすく教育相談（八幡、迫西）

８ 水 新任式、始業式（２～６年） ８ 金 すくすく教育相談（久末、迫東）
９ 木 入学式（１・６年）※全学年登校 ※ 現時点での予定です。変更になることがあり

13 月 １年給食開始、図書貸出開始 ますので御了承ください。



表彰関係
敬称略

防火ポスターコンクール銅賞
６年 迫田 晟太郎
椋鳩十全国読書感想文コンクール入選
６年 指宿 杏寿

１月29日（木）に新１年生体験入学・保護者説明
会がありました。体
験入学では、校内を
周ったり、教室で読
み聞かせをしたりと
小学校の雰囲気を味
わうことができまし
た。現１年生は、上
級生として、お世話
をする場面が多く見られました。
４月から蒲生小に入学する新１年生の皆さん、入

学を心待ちにしています。

２月14日（土）に４年生の10歳を祝う
会がありました。学年一体となった歌唱や
創作詩、群読、ダンス等の発表があり、会
場はとても温かい雰囲気に包まれました。
10歳を祝う会
を通して、子
供たちは、一
段と成長を感
じることがで
きました。10
歳の節目とし
て決意を新た
にこれからの生活に繋げてほしいです。

２月14日（土）に５年生の郷土料理作りがあ
りました。総合的な学習の時間の学習の一環と
して、JAあいら女
性部の皆様に御協
力をいただき、郷
土料理作り（がね）
体験を行いまし
た。子供たちは、
郷土の素材を使っ
た料理を味わい深く頂きました。関係の皆様、準
備から運営まで御協力ありがとうございました。

２月４日（水）に第２回学校保健委員会があ
りました。会では、むし歯予防の取組や学校医、
学校歯科医、学校薬剤
師の先生から感染症予
防や歯磨き、換気の重
要性について説明があ
りました。また、県教
育庁教育ＤＸ推進室の
村田寛文様に「子供の
インターネット利用」
と題して講話をいただ
きました。インターネ
ットのフィルタリングの設定や家庭のルールな
どについて多くの御示唆をいただきました。

令和７年度も残りわずかとなってきました。
現在、令和８年度の児童数の確認を進めてい
ます。今後、転出の予定がありましたら、学
校へ早めにお知らせください。よろしくお願
いします。
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放課後の待機児童について（お知らせ）
４月に「放課後の児童の学校待機について」の案内文を配布しましたが、文面内容の解釈が不明確であったため、放

課後に教室へ待機する児童が増加した現状があります。放課後は、職員は会議や研修会等で教室を空けることが多いた
め、児童のみが待機すれば、けがや事故、生徒指導上の問題が懸念されます。そこで、次年度は、原則として、５校時
やＣ校時は、全ての児童は下校します。習い事や兄弟姉妹を待つことも次年度からできなくなります。ただし、少年団
児童は、６校時（Ａ・Ｂ・Ｄ校時）の場合は、少年団活動がすぐに始まるので残ることができます。詳細については、
新年度に文書で配布しますので、御確認ください。


